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Change of Topographical Features of Sand Bar and Effect on Flood Flow after 
Large Scale River Improvements in the Kita River  
 
By 
Tetsuji NAKATA, Shota OHSAKI, Ryuichi HIRAKAWA , and Kunitoshi WATANABE 
 
Abstract: Because of severe flood damage by Typhoon No.19 in 1997, large scale improvements have 
since been made in the Kita River, Miyazaki Prefecture. The conveying cross sections of the river 
channel were enlarged by excavating sand bars. This paper describes topographical changes of sand bars 
due to several floods after improvements. Furthermore, the effect of topographical changes on the flood 
flow is examined through a two-dimensional analysis. The floods accumulated a large amount of gravel 
in height over the entire sand bars after excavation, and they are going to form floodplains again. It can 
be seen the increment of flow resistance due to the topographical changes through the numerical 
simulation. 
 
















































 Fig.2 に川坂砂州の上流 14.6km 地点の熊田観測所




中田 哲二，大崎 頌太，平川 隆一，渡邊 訓甫 
における 1997 年から 10 年間の月最大流量を示す．
1997 年 9 月の台風 19 号による大規模な出水ではピ
ーク流量 5,067m3/s を記録した．それ以降はほぼ毎年
1,000～2,000m3/s の出水を繰り返し，2004 年 10 月に
は台風 23号により 1997年の出水とほぼ同規模(ピー
ク流量 4,956m3/s)の出水が発生した． 2005 年 9 月に





Fig.3 に 13.6km 地点の砂州横断形状を示す．川坂
砂州は 2001 年 1 月までに掘削が終了しており，同年
4 月のラインは改修直後の形状を表している．2003
年 11 月の時点では 2001 年 10 月(1,600 m3/s)と 2003
年 5 月(2,000 m3/s)に比較的大きな出水が 2 回起きて
いるが，全体的に大きな地形変化は生じていない．
しかし，2004 年 10 月には台風 23 号による約
5,000m3/s の出水で，砂州上に砂礫堆が形成され最大
1m 程度堆積した．さらに 2005 年 9 月の約 4,200m3/s
の出水で左岸側に 1m 程堆積し，標高は掘削時から
2m 近く高くなった． 
Fig.4 は左岸堤防法先からの距離が 60m のライン
に 沿 っ た 川 坂 砂 州 の 縦 断 形 状 で あ る ．      
2003年 11月までは大きな地形変化は生じていない． 
2004 年 10 月に生じた出水により 13.55km 付近を前
縁線とする波高約 1m の砂礫堆が形成されているこ
とがわかる(2004.11)．2005 年 9 月における 4,200m3/s
の出水で堆積厚を増し，波高はさらに 1m ほど増加
した(2005.11)．2006 年 8 月には約 1,800 m3/s の出水
を経験し波高はほとんど変化しなかったが，砂礫堆
は 50m 程前進した (2006.11)． 
2004 年 10 月出水による川坂砂州全体の地形変化
の様子を把握するため， 2003 年 11 月から 2004 年











Fig.1 Locations of Research Areas. 



























































 Fig.6 は左岸堤防天端からの距離が 180m のライン
に沿った縦断形状である． 2003 年 1 月に標高約 2m
で平坦に掘削されていたが，2003 年 5 月の約
2,000m3/s の出水で 9.25km 付近を前縁線とする波高
約 2m の砂礫堆が形成された(2004.3)．2004 年の
1,500m3/s 以上の 3 度の出水で，砂礫堆は背面(9.25
～9.35km)が大きく洗掘されて前進した(2004.12)．
2005 年 9 月の約 4,200m3/s の出水では砂礫堆の背面
が再び大きく洗掘され (2005.11)，2006 年 8 月の約
1800 m3/s の出水ではさらに 1m 程洗掘された
(2006.11)． 
Fig.7 は 9.3km 地点の砂州横断形状である．的野砂
州では掘削後，砂礫堆が形成されて一旦堆積したが
(2004.3)，2005 年及び 2006 年の出水により標高は掘
削面より約 2m 低下した．左岸堤防から 250m 付近






川坂砂州は 2001 年 1 月に掘削された後，2003 年
11 月まで掘削当時の断面形から大きな地形変化は
なかったが，2004 年 10 月の出水で砂州上に広い範
囲で砂礫が 1～1.5m 堆積した．この地形変化による
流況の変化を把握するため，掘削当時と 2004 年 10
月の出水後の 2 つの地形を対象として流れ解析を行
なった．掘削直後から 2004 年 3 月までは地形変化が
顕著でないため，解析で与える激特事業直後の河床
横断形状として 2004 年 3 月の横断測量断面を，地形
変化後の河床横断形状として 2004 年 12 月の横断測
量断面を用いた．なお，用いた基礎式は一般座標系
の二次元浅水流方程式である(5)． 
まず，河口 0km～熊田 14.6km の区間について
200m ピッチで 2004 年 3 月河床の計算メッシュを作
成し，2004 年 10 月出水(ピーク流量 4,956m3/s)の非
定常流れ解析を行なった(3),(6)．上流端に与えた流量
ハイドログラフには熊田観測所(14.6km 地点)での流
Fig.3 Cross Section Profiles of Kawasaka Sand Bar
at 13.6km． 



























































Fig.5 Elevation Difference of Kawasaka Sand 





Toe of Bank 
中田 哲二，大崎 頌太，平川 隆一，渡邊 訓甫 
量観測値を，下流端に与えた水位ハイドログラフは
東海観測所(0km 地点)の水位観測値を用いた． Fig.8








断方向には断面を 30 等分割(空間間隔は約 5～8m)
して，解析区間の計算メッシュを作成した．その際，
14.6km 地点から 50m 上流に 14.6km 地点と同じ断面
形状をもつダミーの断面を一つ設け，そこを上流端






で 0.031，高水敷で 0.031～0.035，低木群落で 0.06～







が堰上げられ，14.2km 地点では約 0.5m 上昇してい
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Fig.7 Cross Section Profiles of Matono Sand Bar
at 9.3km. 
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Fig.12 Velocity Contour Lines and Velocity Vectors (2004.12). 
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1) 川坂砂州は堆積傾向にあり，掘削直後(2001 年 4




3) 的野砂州は一旦 2m 程砂礫が堆積したが，その後
の出水で洗掘が進行している．砂州中央部の標高

















年 3 月河床に比べ，2004 年 12 月河床では減少し
た． 






























































Fig.13 Longitudinal Profiles of Dimensionless 
Tractive Force. 
